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；鰄鰯灘 |阿溌W蕊
十九世紀中葉の英国の銀行の業務内容は、一般にきわ
めて秘密にされ、ことに個人銀行はバランス、シートの
公表すら行なわないのが原則であった。株式銀行のなか
に
は
バ
ラ
ン
ス
・
シ
ー
ト
の
公
表
を
す
る
も
の
も
あ
っ
た
が
、
そ
の公表されたバランス・シートの内容はきわめて簡略な
ものであり、はなはだしいものは負債総額いくら、資産
総額いくらと並記するだけのものもあったのである。し
たがって我奔は、当時の英国の銀行の業務内容について
は
、
ほ
と
ん
ど
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
が
、
た
ま
た
ま
支払停止解散の経過をたどったいくつかの銀行について
は、その株主が取締役の業務方針のあやまりを批判し、
の爲四耳○口ｍＯ旨のの（輿國①］△四二Ｑｚｏ再げ
□①吾昌のロ胃６国凹目屍旨㈹０○三℃四口】
あ
る
い
は
そ
の
不
正
を
つ
く
た
め
の
調
査
委
員
会
を
も
う
け
る
こ
と
も
あ
る
し
、
ま
た
清
算
人
の
レ
ポ
ー
ト
か
ら
、
そ
の
営
業
の
実
態
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
よ
うにして破産銀行の業態をあきらかにしても、破産銀行
の
み
の
業
態
し
か
明
ら
か
に
な
ら
な
い
、
と
い
う
重
大
な
制
限
を
ま
ぬ
か
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
全
然
資
料の存在していないこの分野の研究にとっては、破産銀
行の破産前の業態の資料であっても戸何らかのプラスに
はなるであろう。その意味でグラットン「チニスタフィ
ールド、アンド・ソース・ダーピシャー銀行」の内容を
紹介しよう。
実は、本書はグラットンの著作で臓なく、また刊行さ
西
村
閑
也
一一一 〈一
（
〃●
れた書物でもない。その内容はチヱスタフィールド銀行ぐ漣返済されているが、この種貸付には利子も手数料も
の株主総会での取締役会報告と解散のさいの滴算人のしつけず、返済不能分が生ずると損益勘定でおとしたりし
ポ
ー
ト
と
、
新
聞
の
切
り
ぬ
き
と
を
グ
ラ
ッ
ト
ン
が
あ
つ
め
た
も
て
い
る
。
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
、
ゴ
ン
ド
ソ
手
形
交
換
所
の
二
階
に
あ
る
今
一
つ
の
欠
点
は
、
「
も
し
あ
る
人
が
一
○
○
ポ
ン
ド
を
一
ケ
銀行協会図書館旨の昌巨の具因日民の厨ロヮ日昌の銀行月かりようとしたとして、その人が今までに口座をもつ
史
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
一
冊
と
し
て
存
在
す
る
も
の
で
あ
る
。
だ
が
て
い
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
彼
は
こ
の
銀
行
あ
て
の
小
切
手
に
サ
らグラットンの編集による資料集とでもいうべきものでインをして、現金をうけとる、というのが一般的な慣習
あるが、実は編集者が本当にグラットンであるかどうかだった。彼の小切手は金庫にしまいこまれて、それだけ
も
は
っ
き
り
し
な
い
。
グ
ラ
ッ
ト
ン
は
辮
護
士
で
こ
の
銀
行
の
法
の
現
金
と
し
て
計
算
さ
れ
た
。
そ
し
て
彼
が
融
資
分
を
返
済
し
た
律顛間だった人である。
時
に
は
、
小
切
手
が
破
棄
さ
れ
て
、
彼
に
よ
っ
て
返
済
さ
れ
た
現
な
お
、
チ
ヱ
ス
タ
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
の
南
方
金
が
金
庫
に
も
ど
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
取
引
は
帳
簿
類
に
全
く
約二十キロの所にあり、家具、陶器、機械などの産業を記入されず、ただ現金帳に貸付からえられた利子が記入
もつ小都市である。
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
」
（
本
殿
五
頁
）
こ
れ
に
よ
っ
て
手
許
現
金
こ
の
銀
行
の
解
散
後
一
八
七
九
年
十
月
二
日
の
清
算
人
の
レ
ポ
が
不
当
に
ふ
く
ら
ま
さ
れ
、
し
か
も
こ
の
種
の
貸
付
は
し
ば
し
ば
－
ト
に
よ
る
と
、
こ
の
銀
行
の
経
営
に
は
い
く
つ
も
の
重
大
な
欠
回
収
不
能
と
な
っ
て
い
る
。
点があった。第一に当行の設立当初から正式の帳簿以外第三の欠点は、不渡手形の処理方法である。「・・…・何
にメモランダム・ブックなる裏帳簿があり、取締役のうかの手形が不渡りになると、この銀行は、その額だけ願
ちの実力者（旨の扁呂巨砲目の局§一．□胃ＯＳ筋と原文客の勘定から差引いてしまうのでは、銀行は手形の池
ではなっている）が、資金を借入れると、この裏帳簿にの関係者に対する請求権を失なうのではないかとおそれ
だけ記入していたのである。これによる貸付は概してすて、しばしばどの勘定に不渡り分の引落しをせず、手形の
○員８百ｓ鶴（の昼の一：己ｚ・『讐扁『ご鰔冨忌厩具冒、ｃ・日冨昌（西村）
二六三
fｌ
振出人に不渡り手形を引渡すだけですませた。手形の一
部が支払われると、支払分はメモランダム・ブックにだ
け記入され、したがって不渡手形が完全に支払われない
ならば、あるいは完全に支払われるまでは、帳簿は顧客
の口座の真の状態を示さなかったのである。」
一一一
以上は経理の組織における欠点であるが、銀行の実際
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
も
取
締
役
達
は
大
へ
ん
な
不
手
際
を
みせている。
第一に彼らは有価証券投資で大巾の損失を出してい
る。一八三四年にニュー・オーリーソズ・・パンク。アン
ド・キャナル会社の株を一一一五三四ポンドでったが、その
株は一八六五年には時価九○二ポンドしかなく二六三一一
ポンドの損失となった。ほかにもベルギー公債で五一八
ポンド、オランダ公債で二五五ポンド、ロシア公憤で四
二七ポンド、ミッドランド鉄道株で五千ポンド以上の損
失を一八六五年までに出している。
貸付でも彼らは大巾の損をしている。一千ポンド以上
の大口の損は一八六五年までに、二六五○ポンド一口、
四
四
○
○
ポ
ン
ド
一
口
、
一
五
五
九
ポ
ン
ド
一
口
、
二
○
○
ポ
表１
’二六四
ンＦが一口であり、さらに取締役のホランドは一八六五
年にスカーズデイル醗造会社の事実上のマネジャーとな
って銀行の金をこの会社につぎこみ、一八六五年一二月
醗騨蕊
不動産
J835,000資．本金
当座勘定・預金勘定および発券
柵立準備金
配当引当金
』8131,223
826429 1,200
、11,494 ～～3，５００
週132,423Ｅ132,423
表２
Ｓ111,063当座賃越
削引手形
ニュー・オリソ
ズ・キャナルア
ソド・パンク株
コソソル公債
ミッドラソド
鉄道株
手許現金
不動産
資本金
当座勘定
預金〃
鳥i孟型ymirandSmiths
＄３５，０００
３２，１８３
５１，７８６
１，２７３
８，５２８
9.454
902
5.489
メモラソダム・ブック４５０
発券9,270
配当引当金3,500
租立準備金2,734
塁144,724
9,175
4.640
4,000
』8144,724
十三日現在で一六一七ポンドが貸付けられていた。
ところが、一八六五年十二月一一一十一日から一八七一年
かくして、一八六五年十一一月一一一十一日のバランス・シ十一一月三十一日のあいだに、事態は根本的に変化してし
－
ト
は
取
締
役
会
の
発
展
で
は
表
１
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
ま
つ
噂
このバランス・シートをみても当時の銀行が営業内容・一八六六年’一八七一年の間の損失は、主としてスカ
を
い
か
に
秘
密
に
し
て
い
た
か
が
分
る
で
あ
ろ
う
が
、
清
算
人
の
－
ズ
デ
イ
ル
醗
造
会
社
と
こ
の
会
社
に
麦
芽
を
供
給
し
て
い
た
ウ
レ
ポ
ー
ト
に
よ
る
と
、
こ
れ
は
実
情
と
は
全
く
ち
が
っ
た
も
の
で
イ
リ
ァ
ム
・
ジ
ニ
ン
テ
ル
の
勘
定
か
ら
生
じ
て
い
る
。
あって、実際のポジションは表２のようなものであった。スカーズデイルの債務は一八六五年十二月末には一六
だから、この銀行の当座貸越は、当座勘定お次ぴ預金七一ポンドであったのが、一八六八年十二月三十一日に
勘定の残高八三九六九ポンドにくらべて一一一一一一一・四％とは八五○五ポンドとなり、その以後は利子が支払われな
いう、ひどいオー．ハー、ローンを示している。このオーくなった。そして一八六九年以後は、その年間の貸付だ
、ハー。ローンをすくうためにロンドン代理店のスミス。けしか記帳されなくなった。だから一八七○年には五五
ペイン。アンド。スミズズから八五二八ポンドもかりて八ポンドとしかしるされていないが、実際の債務は九六
いるのである。そして現金準備率は、わずかに一一一％でし四四ポンドだった。しかし一八七○年四月二十九日に、
かない。
取
締
役
会
は
『
ジ
ェ
ン
テ
ル
お
よ
び
ス
カ
ー
ズ
デ
イ
ル
の
手
形
は
これはきわめて不健全な状態ではあるが、この程度のけっして引受けたり、受取ったりしないこと』と決定し
オー。〈１．ローンはこの時期の地方銀行ではかなり多くた。「しかしこの決議は、ホランド氏がスカーズデイル
み
ら
れ
た
こ
と
で
あ
り
、
一
八
六
五
年
ま
で
は
チ
ェ
ネ
タ
フ
ィ
ー
会
社
へ
の
融
資
を
ス
ミ
ス
・
ペ
イ
ン
．
ア
ン
ド
・
ス
ミ
ズ
ズ
を
通
ルド。アンド・ノース・ダーピシャー銀行の騒宮がとくじて行なうようにし、メモランダム・システムをつかつ
にひどかった、ということにはならないであろう。て、このような前貸を当座》勘定外におき、こうして取締
四
役会からこのような前貸をかくすようにした、という以
Ｃｇ耳目○一】協冨昼⑦一口臼且Ｚ・『二〕』旨Ｈ耳⑪三局博屋鳥冒砿ＣＣ日で目臣（西村）
一一六五
蕊蕊蒸蕊罵蕊蕊;ﾏﾇ蘓了露誘蕊i蕊一
外の効果はもたなかったようである」（本諜十一一頁）こ
うして一八七一年十二月三十一日にはスヵーズディルは
メモランダム・ブック上に一一一一一一一三ポンド十シリングの
憤務を負い、そして正規の帳簿上では二四六九ポンド
十六シルの憤務をもち、利子をふくめるとこの償務は一
一一一二九三ポンドになり、さらに別に九○○ポンドの不渡
手
形
が
金
庫
に
し
ま
い
こ
ま
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
ス
カ
ー
ズ
デ
イ
ル
の
債
務
総
額
は
一
七
四
○
○
ポ
ン
ド
に
な
る
の
で
あ
る
。
ウィリアム・ジニンテルはシェフィールドの麦芽製造
業
者
で
麦
芽
を
ス
カ
ー
ズ
デ
イ
ル
に
う
っ
て
、
そ
の
機
関
係
で
ス
カ
ー
ズ
デ
イ
ル
宛
手
形
を
再
三
割
引
き
、
一
八
七
一
年
末
に
は
約
九千ポンドの債務を銀行に負っていた。
な
お
叉
、
取
締
役
の
ウ
ォ
ー
カ
ー
と
ホ
ラ
ン
ド
は
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム・ブックからそれぞれ一六四九ポンド十二シルハペン
スと、八八七ポンド・一七シル八ペンスを借入れて、ク
レ
デ
ィ
・
フ
ォ
ソ
シ
エ
の
株
を
買
い
、
前
者
は
返
済
し
た
が
、
ホ
ラ
ン
ド
は
借
入
分
を
決
し
て
か
え
さ
な
か
っ
た
。
，
こ
う
し
て
一
八
六
六
年
Ｉ
一
八
七
一
年
の
あ
い
だ
に
準
備
金
の
全部と賢一本金の四分の一が失なわれてしまったのであ
る。
表３これゆえに一八七一年十一一月三十一日の．ハラソス・シ
ートは、公表によると表３の通りだった。「
これに対して実際のポジションは、表４のとうりであ
払込資本金
朧雛&護
碩立迦備金
配当引当金
蕊蕊繍
不動産
』Ｂ35,000
』8151,223
101,198
1.20012,725
3,500
週152,423 ＄152,423
表４
当座貸し
割引手形
ニュー･オリー
ソズカナル・ア
ソド・パンク株
コンソル公債
ミッドランド
鉄道株
手許現金等
不動産
３
７
２
０
５
３
０
９
３
９
６
６
５
０
６
８
６
１
９
０
５
９
９
９
Ｐ
９
９
９
四
“
１
ｕ
側
８
３
＄ 畠112,406
１３，９０２
資本金
預金勘定
同上利子
発券
当座勘定
悪鑑t篭yn．
配当引当金
－▲□
８５２’、－０－
’、
5,638
４，咽０
８，９７２
4,000
JB149,901d8149,901
－－－￣￣
った。
あがり、前の切捨分に
五
利子をつけて計算する
一八七一年十一一月一一一十一日と一八七八年十月三日の間と、スヵーズデイルの
は
、
当
行
の
独
立
し
た
存
在
の
最
後
の
期
間
で
あ
る
が
、
こ
の
間
債
務
は
、
全
部
で
三
五
五
に銀行の経営内容は加速度的にわるくなった。
九六ポンドである。
有
価
証
券
投
資
面
で
は
、
一
八
七
三
年
に
グ
ラ
ン
ド
・
ト
ラ
ン
こ
の
よ
う
な
多
額
の
償
ク
・
レ
イ
ル
ウ
ニ
イ
・
オ
ブ
・
カ
ナ
ダ
株
の
売
買
で
四
六
ポ
ン
ド
、
務
を
も
つ
ス
カ
ー
ズ
デ
イ
ア
ト
ラ
ン
チ
ヅ
ク
。
ア
ン
ド
・
グ
レ
イ
ト
・
ウ
ェ
ス
タ
ン
鉄
道
会
ル
の
一
八
七
八
年
十
月
の
社
株
で
二
七
四
ポ
ン
ド
の
損
失
を
出
し
た
。
バ
ラ
ン
ス
・
シ
ー
ト
は
表
ま
た
、
一
八
七
四
年
一
月
一
日
の
取
締
役
会
で
、
ス
カ
ー
ズ
デ
５
の
と
う
り
で
あ
っ
た
。
イ
ル
の
債
務
は
一
五
九
○
二
ポ
ン
ド
と
報
告
さ
れ
、
取
締
役
会
は
そ
し
て
こ
の
パ
ラ
ン
百Ｗ社の建直しのために債務を三九○二ポンド切りすて、ス・シートはきわめて
二一○○○ポンドとした。しかしスヵーズディルの本当不正確で、資産の過大
の債務は、二四四二五ポンドだったから、チェスタフィ評価を含んでいた。
－ルド銀行は一一一九○二ポンドでなく一一一四二五ポンドのその上ホランド取締
損失を出したことになる。
役
は
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
・
プ
こ
の
後
も
典
型
的
な
ナ
ー
シ
ン
グ
・
オ
ブ
・
ア
カ
ウ
ン
ト
が
お
ヅ
ク
で
お
そ
ら
く
数
千
ポ
こなわれて一八七八年十月には当座勘定で一七四一○ポソドの債務をもち、当
ソ
ド
、
手
形
が
一
二
○
○
ポ
ン
ド
、
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
・
ブ
ッ
ク
で
座
で
七
五
六
一
ポ
ン
ド
の
二八○ポンド、合計一九七九○ポンドの債務にふくれ借越となっていた。
。『鼻ｇｏ篇響の惑璽辱酋且ｚＣ耳ずつ周冨警一恩迺癖冒嵐巨西Ｑ）日冨昌（西村）
表５
チェスタフイールド銀行約J816,000
Morton，』２，６００
Musgrave＆Sugarlo235
Wolton，Ｓｏｎ＆ＣＯ．５２６
PrestonandMorris lll
Turnbul1,Ｊ．１７０
その他２００
バランス７，０５８
塁27,900
建物．土地その他ＪＢ8,000
17のパブののれん６００
機械．器具・馬・馬車その他5,500
在庫1,500
売掛金5,000
手iMF現金３００
スカーズデイル・ホテル７．０００
一六七
J827,900
￣￣－－－￣ニーーヴ￣￣＝￣－－－－－－－－－L_--
表.６こうして一八七七年十一一月三十一日の公表バランス・
シ
ー
ト
は
表
６
の
と
う
り
だ
っ
た
。
そして一八七八年十月三日現在の本当のポジションは
資本、金
11ii雛か霧
額立準備金
配当引当金
出35,000 貸出その他
不動産
J8180,873
1.200129,902
13,671
3.500
J8182,073 J8182,073
表７
当座勘定
資本金
配当引当金
発券
預金勘定
品72,549 当座賃越
割引手形
ニュー･オリー
ンズ株
手許現金
メモラソダム・
ブック
Smith，Payne
＆Ｓｍｉｔｈｓ
＄72,363
1,297 790
4２ 852
2.060
3.6932.960
232
986
＄78,916 』678,916
二六八
表７のとうりであった。
こうして一八七八年八月にチニスタフィールド。アン
ド・ノース・ダーピシャー銀行はほとんど支払停止の瀬戸
ぎわまできたのであるが、グラットンの仲介でクロムプ
トン。アンド・エヴァンズュニオン銀行に合併された。
とはいえ株主は一株について十五ポンドの追加払込を要
求され、債務を完済し、諸費用を支払ったのちに、一株
三一シルセペソスが返却された（一八八六年六月一一十四
日）。
一ハ
以
上
、
チ
ニ
ス
タ
フ
ィ
ー
ル
ド
。
ア
ン
ド
・
ノ
ー
ス
・
ダ
ー
ビ
シャ銀行の破滅の過程についてながめてきたのである
が、経理面での欠点とスカーズデイル醸造会社への貸出
に
関
す
る
ナ
ー
シ
ン
グ
・
オ
ブ
・
ア
カ
ウ
ン
ト
が
む
す
び
つ
い
た
事がこの銀行にとって致命的であったわけである。この
ような事は、十九世紀中に破滅した銀行のほとんどすべ
て
に
つ
い
て
み
ら
れ
る
所
で
あ
る
、
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
具
体
的にそれが如何にそれが如何にして行なわれたのか、そ
して公表バランス・シートと実際のポジションがいかに
背離しうるものであるかをうかがわせる点で、木齊は銀
－－￣
行史研究についての貴重な史料というべきである。さらこの金額は二つの大きな製鉄会社への貸付からなりたつ
に叉、十九肚紀中の地方銀行の経営には、何らかの統一ており、その半分くらいは完全な損失となるであろうと
し
た
原
則
ｌ
た
と
え
ば
現
金
準
備
率
八
％
、
流
動
資
産
比
率
三
い
う
こ
と
が
あ
き
ら
か
に
さ
れ
た
．
讃
た
こ
の
墓
の
中
に
は
四
○％というようなＩがなかったのであるから、支払停万ポンドと評綱される地元の鉄鉱企業の株式が含震れ
止にまでいたらず、したがってその経営内容を我斉がうていた・この銀行は鉄エ場主および炭鉱所有経営者とい
（１）
かがうこし」のできない銀行の中にも、チェスタフィルドう不なれな仕事をするのを余儀なくされた。」
銀行のように、産業に対する固定貸付をおこなっていたほかにも、たとえば、ヨークシャー・バンキング・力
ものも存在していたであろうとは、十分に想像できるとム・ハニーはミドルスプラの製鋼所に季へヅセマー転炉設備
（２）
ころである。実際、純粋の預金銀行であるという英国の資金として一八七二年に二万六千ポンドを貸出した。そ
銀行の特徴は、十九世紀中葉以前においてはロンドンのして一八七八年の恐慌時には、同行とヨーク・シティ・
銀行についてのみ十全に妥当するものであって、地方銀アンド・カウソティ銀行とで一一五万ポンドをミドルスプ
行
の
業
態
は
、
現
存
す
る
資
料
か
ら
う
か
が
え
る
か
ぎ
り
で
は
、
の
製
鋼
企
業
に
貸
付
け
て
お
り
、
ヨ
ー
ク
・
シ
テ
ィ
．
ア
ン
ド
．（３）
地方ごと、また銀行ごとにちがっており、我々の知ってカウンティだけで十万ポンドのこげつきをだしている・
い
る
預
金
銀
行
な
る
概
念
を
無
批
判
的
に
あ
て
は
め
る
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
な
例
は
、
ひ
ろ
い
だ
せ
ば
か
ぎ
り
が
な
い
と
お
も
わ
きわめて危険である。一・九世紀中の英国地方銀行のなかれるのであるが、これから、十九世紀中の英国地銀がか
には、いわばドイツ的な産業金融を行っているものすらならずしも預金銀行の経営原則にしばられるものではな
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え
ば
カ
ン
．
ハ
ラ
ン
ド
・
ユ
ニ
オ
ン
銀
行
か
つ
た
こ
と
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。
は一八九四年現在で「その他前貸〕という名目で四五万そこで問題は、このような多様な差異を示し、場合に
ポンドの前貸をしていたが、これからは利子が入っておよってはドイツ式の産業金融への進出の可能性すらなぐ
らず、損失になることが予想されていた。「後になって、はなかつた英国の銀行組織が、銀行合同運動をへてから
。『鷺Ｓ二ｓ朋肩感一・宣四且Ｚ・『二一房『ず『、目の園口蚕口耐○・日息昌（西村）
二六九
０
鱗峰預金銀行としての特徴を全面的に開花させ、産業へ
の長期金融への傾斜が消滅してしまうのはなぜか、とい
うことである。ここで、この問題に全面的な検討をくわ
えることはもちろん不可能であるが、ただ一般的に考え
られることだけをしるすならば、一方では英国の重エ
業
、
こ
と
に
鉄
鋼
業
の
発
展
テ
ン
ポ
の
に
ぶ
さ
が
あ
り
、
他
方
で
は、ロンドンの国際金融市場としての発展が十九世紀末
からいちじるしくなり、したがって地方銀行のロンドン
進出預金銀行化という傾向をみちびき出したことを指摘
すればたりるであろう。いうならば英国銀行組織の預金
銀行的特徴は、第一次大戦前英国の貿易、為替、国際資
金
移
動
に
つ
い
て
の
自
由
主
義
と
対
応
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
（なお、渡辺佐平先生還歴記念論文集の中の私の「十九
世
紀
中
蕊
の
一
英
国
地
銀
の
築
鱸
ｌ
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
・
バ
ン
キ
ング・カム．〈’－１の支払停止について」は、支払停止銀
行の今一つの実例をとりあつかっている）
（１）０１．丙“且冒且”ョ。『昌埋鈩曽且『の旦邑の；。｛］・】員
．の【○ｈ斤国凹己弄】ロｍ』ロ・】醇司
（Ｏ】）９。》○口。、笄・や己・画函つ。
（３）。。》○℃・＆〔・匂冨騨昌。
二七○
